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こ とば の 獲 得 初 期 に お け る 音楽 的表現 （5 ）

　　　　　　　　一 音楽 刺 激 に 対 す る 身体表 現一

〇細田 淳子（東京 家政 大学 ）　小野 明 美（東京 家政大 学 ナー
ス リ

ー
ル ーム ）

1 ．は じめ に

　乳児における言葉の獲得研究に比 ぺ
、 音楽的な表現

研究や歌 の 獲得研究は非常に少な い 。 そ こ で 我 々は、

歌 の 獲得に関する音楽的表現の様子 を明 らか に した い

と考 えて い る 。 第 53 回大会の 研究 発表で は乳児の う

た い 始 め に着目 した 。 （1）

　うたい 始めの こ とを理解す る ため に は、生後か らう

たい 始めるまで の 問 の様子を よ り詳 しく観察 す る 必要

があ る 。 そ こ に は 、 歌になる前の 音声に よる表現ばか

りで はな く、そ の他の 身体に よる表現 や表情や行動の

すぺ て が総合的 に 含 まれ て い る か らで ある 。 そ こ で第

54 回大会では 、 こ とば も歌 も出始め る 前か ら身体で

音楽に 反応 してい る乳児の 自由な表現に視点をあて た。

　本論は 一
連 の 研究の第 5 回である 。

2 ．研 究の 目的

　乳児が 、 音楽的な刺激に 対 して 喜んで 手足を動かす 、

などの反応をする こ とは よ く知られて い る 。 しか しな

が ら、どの くらい の 発達段 階で 身体の どの部位を使 っ

て どの ような表現を して い る の か、またそ の表現の現

れ に順序性はあ る の か 、 とい っ た詳 しい 研究 はあ ま り

見 かけな い 。 そ こ で 今回 は、そ の よ うな表現を保育施

設 の 日常の 中か ら拾 い 出 し、 詳細を明 らか に する こ と

を目的とする 。

3 ，研究の 方法

　　こ れま で と同様 に 東京家政大学ナー
ス リールーム

で の 観察録画及び、日誌、保育者か らの 聞 き取 り調査 、

を中心 に考察する 。 実験的にうたっ て聞 かせた り、 CD
をかけた りとい うこ とは行わず に、日常の保育の 中か

ら、丹念に 子 どもの 表 現 を拾う 。 対象児は 0 歳か ら 1
歳児ク ラ ス の 6 人 。　（詳細は別紙）

4 ．動 きの 表現

　音楽的な刺激に対 して 子 どもは 、 個 々 の発達段 階

で 、 身体の使えるとこ ろを全 て使 っ て 表現 して い る。

　これ らの 表現を継続 して観察 して い る と、 子 ども

によっ て 好きな動き、得意な揺れ方とい っ た 「個性」

とで も呼ぶべ きもの があるようだ 。

　身体を上下や左右 に揺 らす の は 、 音楽的な刺激の あ

る場合だけ とは限 らな い。な ん とな く嬉 しい 時や楽 し

い 時に も、に こ に こ しな が ら身体 を揺 らして い るの を

よく見かける 。 しか し本論で は音楽的な刺激 によっ て

起 っ た表現だけ に限っ て 扱 う こ とにする 。

　 4 −1動 きの 分類

　観察記録や VTR 録画記録 の 中か ら選びだ した、音

楽的な刺激に対する主な 身体表現 を、 5 つ の カテ ゴ リ

ーに分類 し
…

例 をあげる 。 （座位以降の 表現を扱う。 ）

1 　 上 に 　 ・ の 　 く事例 1＞

・CD デ ッ キか ら聞こえて くる子 どもの 歌 に 合わせ て

立位 で膝を屈伸させ る 。　（Y 男児 14 ヶ 月）

一 一 　く事例 2 ＞

・膝立ちの 時、保育者 の 歌 が聞 こ えて くる と 、 前後に

上体を大き く揺 らし前 に 飛 び出 しそ うなほ どで あ っ た 。

　（Y 男児 11 ケ 月）

W W ＜ 事例 3＞

・保育者 の 歌 に 身体を 左 右に 揺 らして 満面の 笑み を浮

か べ る 。 正座 して い た の で、左右 に思い っ き りた くさ

ん揺れて も倒れな い ように、手を床に つ い て バ ラ ンス

を とっ て い た 。　（S 男児 17 ケ 月）
4 の で 　み す る く 事例 4 ＞

・保育者の 歌 にばたばたと足 踏み して 、に こ に こ して

い る 。 こ れは前後や左右に揺 れ る以外 の初めて の表現

なの で驚い たが 、 後 日 NHK テ レ ビ 「お母さん とい っ

し よ」 の 中の 体操 の模倣と判明した。（S 男児 17ヶ 月）

W W 　〈 事例 5 ＞

・
片足 を軸 に して くる くる 5・・6 回 もまわる 。 目がま

わ っ て転ぶと声をた て て笑 っ た 。 （Y 男児 15 ケ 月）

（1ILic｛Ojl！LSZ　 　 ＜事例 6 ＞

・「エ リーゼの 為に 」 の ピ ア ノ 曲 の CD の音が 聞こ え

てきた ら、うつ 伏 せ に寝そ べ っ て 両手を頬 の
．
下 に 重 ね

て 寝 るポーズ をとっ た 。 おむ つ を替 える台の 上 で替え

て い る時にもう一度曲が 流れ る と、狭 い 台の 土 にもか

かわ らず 、 上 向き状態か ら横 向き に寝返 っ て 両手を頬

の 下 に重ねた。 　（N 女児 18 ケ月）

　 4・2考察

　以 上 の さまざまな身体の 動きは、

一緒に うたい た い

が、まだうた えな い 子 どもたち の 精
一

杯 の 音楽表現で
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ある 。 子 どもは 、 あ る 日突然 に うたい 出すの で は な く、

歌を聞 き、 リズ ム を感 じ る 「溜込み の 時期 」 があるだ

ろう と予想 して い た 。 しか し、 こ れほど個性豊か に 全

身を使 っ てそ の準備をして い たとは 、 驚 きで あ っ た 。

　子 どもは、うた う保 育者を じ っ と見て い る事 が多 い

の で 、例 えば 、左右に 身体を揺 ら しなが らうた っ て い

るの を見 な が ら 、 槿倣L ⊆揺れ て い る場合 もあ る だろ

う。 しか しなが らそ の動きを見て い る と、子 どもの 中

か ら生 まれた 自然な表現 で ある としか解釈で きない 場

面の 方が多 い 。

　獲得で きた表現 の 発生順序は、立位が とれ る以降に

限 っ た場合、次 の 順序性 が み られた。初め の こ ろは上

下屈伸が多く見られ 、 そ の後前後に頭や身体を揺らす

様子、続 い て左右に揺れる動きが現れた。

　事例 2 の ような座位に よる大きな動 きは、立 て る よ

うになる 1 ヶ 月前に T 児 と Y 児に観察 された 。

　 5番 目の カデゴ リ
ー

の 回 る 様子は、揺 れ る 動 きとは

い ささか異な る が 、 観察児 5人が 、 歩行開始後の 1 ヶ

月か ら 6 ヶ月の間に、それぞれの形で 回りは じめた 。

何か の き っ か け で 回 り始め、回 り始め る と今度は、回

る こ とが楽 しくて仕方な い ような様子 で あ っ た 。

　事例 6 は感受性の 人
一

倍強 い N 児 が全身で リラ ッ

ク ス したい との 表現 を したの だ と考え られ る 。

5 ．動 きの リズム性

　胎児の こ ろか ら始まる足蹴 りの動きを始めとして乳

児 の 動きには リズ ム がある 。 こ の 理 由を梅本は 「幼児

の 反応は必ず数回、それ も同 じパ ターン で 反 復 して 起

こ るか らそ こ に リズ ム を感 じ る の だ 」と述べ て い る  。

写 真 1　 に
A

わ せ て 左右に
’
れる N 12 ケ

　事例 1で は、保 育者の うた う歌の テ ンポ と身体の揺

れ の テ ン ポが ぴ っ た り合 っ て い る 。 こ れは、Y 児 が 自

分の 固有の テ ン ポに 、 外界か らの 刺激 （歌 の テ ンポ）

を、同期させ よ うと したか ら合 っ たの で あ り、驚 くべ

き能力で ある とい えよう 。

　 こ の 事例 の 場合、膝の 屈伸か ら次の屈伸まで の時間

間隔を 自由 に 変化 さ せ る事が で き る か ら同期で きた の

で ある 。 拍 を刻み、テ ンポを合わせ る こ とは 同期の基

本的な能力で ある。

　音楽心理学の分野等で はさまざ まな同期反応 の 実験

が行われ て い る 。 実験室で の 実験結果よ りも月齢の低

い 乳児が 同期を行え る こ とが今 回確認で きた。これは、

日々 の 生活の 場にお い て 信頼関係 の ある保育者との間

で、乳児側に 「一緒に うたい た い 。合わせたい 。 」 と

い う欲求が あ る か ら こ そ で きた こ とと言えよう。

6 ．お わ りに

　 まだ こ とば を充分に獲 得で きて い な い 乳児たちが好

きな音楽や歌の刺激に対 し、満面の 笑みをたたえて全

身を揺ら して その 楽 しさを表現 して い る 。
こ れはまさ

に音楽の持つ 根源的な力 によ る もの である。子 どもの

心 の 動 きに与 え る音楽の 影響力 の 大 きさを 、 こ の 小さ

な笑顔を見 て い ると強 く感 じる 。

　 本論で取 り上 げた乳児の動きは、正 高の い う 「手足

の運動は音声鴦語発声の基礎となるパ ター
ン 習得の 道

具 である 。   」 の とは違い 、 純粋に乳児の喜びや楽 し

さの 現れ で あ る と考え る。

　 また音楽知覚 の 研究や実験 を否定 す る も の で は な い

が、我々は設定 されたテ ス トが出来る か どうかで は な

く、日常の 生活の 中で 、 どれほど音楽が子 どもたちの

心 を育 て て い る かを今後も見て 行 きた い 。 そ れ が、よ

り良 い 保育の あ り方 を探る 道 で ある と考える為で ある。

　本研究 に よ り、乳児が まだ うた い 出す前 の 幼い 頃か

ら、音楽の 楽 し さを全身 で 受け止 め 、 表現 して い る こ

とがわか っ た 。 14 ケ月で 既に保育者の うたう歌の テ

ンポ に合わせ て 揺れ 、 同期 して い る こ とも確認で きた。

　音楽的 な刺激に対す る 動 き の 表現 は 「リズ ミカ ル に

動 く」 な どの一言で は 片付 け られな い 程、様 々な動 き

がそれぞれ の発達に即 して観察で きた。 今後は動きの

獲得の 順序性が 一般的に あて は ま るか どうか に つ い て

さ らに事例 を多 く観察 して い きた い 。

注X1）細 田淳子 「こ とばの 獲得初期 にお け る音楽表現」

　 東京家政大 学研究紀要　第 41 集 2001 及 び 第 42 集 2002

　 （2）梅本 堯夫 「子ども と音楽」 東京大 学出版会 1999

（3）正 高信 男 「子 どもは こ と ば をか らだ で 覚え る」 中公新書 2001
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